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このシンポジウムのテーマは， I移植」すなわちいわ
ば免疫とは裏腹の「寛容J， またこの寛容と関連する免
疫病ともみられる謬原病ないし「自己免疫疾患」であ
る。
今夏の本学大学院公開講座にさいしても触れたことで
あるが，免疫ないし免疫病理の今日までの歩みはつぎの
ように概観することも許されると思われる。 
1) 免疫の不思議，抗体の発見， 
2) 免疫事象の多様性の指摘とアレルギー観，病理面
への顧慮， 
3) 免疫事象の化学観，免疫化学の進歩， 
4) 免疫事象の細胞観，生物学的洞察の展開， 
5) 免疫病諸型の布石，免疫のパトピオロギー観。
本学には周知のように，自己抗体に通ずる抗臓器抗体
の働らきをあやつって巧みに開花せしめた馬杉腎炎 
(Masugi 1934)の歴史があり，また今日は例えば本日
の話題提供に共力した一人が海の彼方にあって rE 
(Ishizaka，K.と Ishizaka，T. 1967)産生細胞の追求
に成果をあげておるというホットニュースを伝えてくる
という現況である。
移植と寛容と自己免疫病のこの三題の綜合は，今日の
免疫学ないし免疫病理学において一つの焦点をむすぶ興
味ある課題である。演者とフロアの諸兄との討議によっ
てそれなりに，一つの成果が期待される所以でもある。
まず，本学の誇りとするここに選ばれた 8つの話題，
その現場からの発言をとっくりと承ることとする。 
26. 抗リンパ球血清
深尾立・岩崎洋治(千大第二外科学教室)
多国富雄(千大第二病理学教室)
最近，臨床的にも応用されるようになった。抗リンパ
球血清の精製と，その活性について検討した。抗犬リン
パ球馬血清より rG とrA を精製し，その活性をリンパ
球凝集反応， リンパ球障害試験，Inhibition Testによ
り調べたところ， rAには全く活性がなく ，rGには高
い活性が証明された。 invivoにおける活性を，半血清
アルブ、シンで免疫した犬の抗体産生に与える影響と，遅
延型アレルギー反応であるツベルクリン反応，及び 
DNFBに対する皮膚反応に与える影響を検討したが， 
rGは抗体産生をある程度おさえ， 遅延型アレルギー反
応をよく抑えた。 rAはあまり抑制効果を来さなかっ
た。抗人馬リンパ球血清より rAを精製し，屍体腎移植
患者に使用したが，Imuran及びゆredonineの使用量
を減らすことが出来，現在良好な経過をたどっている。
質問桑田次雄
ご使用になった抗リンパ球血清のリンパ球に対する凝
集価についてお伺いします。抗血清がどの位の力価をも
っておったら有効でしょうか。
解答深尾立 
1. 抗リンパ球血清の力価は，一般にりンパ球凝集反
応， リンパ球障害試験にてみていますが，移植の成績と
は必ずしも並行しないということになっていて，実際使
う上での大きな問題の一つであります。
われわれは臨床上蛋白量のみをめやすとして使いまし 
7こ。 
purifyした rGは濃度がうすいので， Titerが低く
なったようにみえるが，血清巾にふくまめる rGの量に
かん算しますと，精製することによる力価の低下はあり
ません。
なお抗犬リンパ球馬血清のリンパ球凝集価は 1024倍
で、実験に用いた A1rGも1024倍でした。
追加岩崎洋治
移植抗原の同定，抽出することによって，ついでその
抗原を用いてトレランスを獲得させたのちに臓器の移植
を行なうということが私共の未来像であります。かくし
てこそ臓器移植が医療として広く用いられるようになる
ものと考える。専門家の多くの御教示をお願いいたしま
す。 
27. 白血球型別について
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移植免疫反応を抑制する l方向として抗免疫抑制の投
与が行なわれているが，また一方において移植を行なう 
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